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ということで、我々、パーセロームの仕事もエンドクリンの仕事もほぼ同じメンバーで
やっておりますが、最近の情動認知に関しては、比較的最近、東北大に移られた種村
健太郎先生とのコラボレーションが中心になっています。あと、部内では古川 雄祐さん
が動物実験のキーになるところをやっております。



98

以上、御清聴ありがとうございました。終わります。


